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日本共産党浦和区後援会ニュース
２０１７年８月号･№７４

浦和区北浦和３-１４-１６
ＴＥＬ／ＦＡＸ ０４８-８３３-４５１５

＊＊＊＊＊(部内資料）＊＊＊＊＊

《
日
々
想
》

プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ィ
ー

(
プ
レ
金)

は
今
年
二
月
の

金
曜
日
か
ら
始
ま
っ
て
、

七
月
で
六
回
目
。
効
果
は

い
か
ほ
ど
か
疑
問
で
、

『
ま
や
か
し
』
に
聞
こ
え

る
。
政
府
の
旗
振
り
で
二

時
間
早
め
に
終
業
す
る
こ

と
を
テ
レ
ビ
で
放
映
し
て

浦
和
駅
周
辺
で
も
帰
宅
を

急
ぐ
ミ
ニ
集
団
が
あ
っ
た
。

昨
今
は
ま
ば
ら
だ
。
プ
レ

金
の
設
定
日
が
月
末
と
労

働
者
に
と
っ
て
多
忙
な
日

時
と
重
な
っ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
月
一
度
の
家
庭
団

欒
、
居
酒
屋
談
議
、
そ
ん

な
程
度
で
良
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
政
府
は
来
年

一
一
月
頃
ゴ
ー
ル
デ
ン
に

類
似
し
た
『
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー

ク
』
と
称
す
る
九
連
休
を

検
討
中
の
よ
う
だ
。
有
給

休
暇
の
七
〇
％
取
得
促
進
、

長
時
間
労
働
の
是
正
、
過

労
死
の
撲
滅
等
と
課
題
は

山
積
し
て
お
り
、
健
全
な

労
働
力
の
創
出
に
期
待
し

た
い
。
（
幹
）

◆埼玉平和美術展

核兵器廃絶、平和の壁に花一輪を

８月１５日(火)～２０日(日)１０時～ 無料

県立近代美術館・地下展示室（北浦和）

◆オール浦和区の会駅頭宣伝

８月２４日(木)１７時～１８時

浦和駅東口パルコ前

◆映画上映会「標的の島―風かたか」

８月３１日(木) ①10:30～②14:00～③18:30～

さいたま芸術劇場映像ホール

前売り入場券１０００円、当日１２００円

連絡先：048-822-7428（埼玉映画文化協会）

◆「九条俳句」裁判勝利市民のつどい

９月６日(水)１８時半～

武蔵浦和コミニュテイセンター多目的ホール

ゲストスピーカー 森達也氏（映画監督・作家）

資料代 ５００円

◆市民大学習会「安倍首相の改憲に立ち向かう」

講師 渡辺治氏（一橋大名誉教授、九条の会事

務局）

９月１４日（木）１８時半～（開場１８時）

埼玉会館小ホール

主催：埼玉憲法会議 参加費：無料
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日
本
共
産
党

＊
耳
よ
り
情
報
＊

う
ら
わ
だ
い
こ

米
大
統
領
メ
デ
ィ
ア
と
対
立

マ
ス
コ
ミ
と
の
付
き
合
い
方
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

方
法
教
え
ま
す

安
倍
晋
三
首
相

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
殿

（
前
地

さ
ぶ
老
）

政
治
家
の
資
質

ウ
ソ
と
ゴ
マ
カ
シ
が
う
ま
い
こ
と

新
国
語
辞
典

（
岸
町

佐
久
間
純
）

川
柳

疑
惑
に
は
三
猿
決
め
込
む
ア
ベ
軍
団

秘
蔵
ッ
子
は
ウ
ソ
つ
き
通
し
ヒ
ラ
に
落
ち

（
前
地

さ
ぶ
老
）

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
ダ
メ
ノ
ミ
ク
ス
と
さ
さ
や
か
れ

完
全
に
与
党
化
し
た
維
新
の
会

ボ
ロ
ボ
ロ
で
ガ
タ
ガ
タ
揺
れ
る
安
倍
政
権

（
岸
町

だ
ん
吉
）

俳
句

枝
豆
を
色
良
く
茹
で
て
夫
（
つ
ま
）
を
待
つ

日
々
猛
暑
台
風
地
震
に
お
の
の
き
ぬ

風
鈴
の
た
だ
ゆ
ら
ゆ
ら
と
空
き
家
か
な

（
前
地
三

Ｓ
・
Ｍ
）

ゆ
で
卵
こ
つ
ん
ケ
ル
ン
の
角
借
り
て

突
風
の
中
や
歩
荷
の
（
ぼ
っ
か
）
の
仁
王
だ
ち

雪
渓
や
風
に
冷
や
さ
れ
喉
ぼ
と
け

（
本
太
一

Ｙ
・
Ｙ
）

うらわ宿文芸 憲法施行70年 多彩な企画

２０１７年７月７日は人類にとっ

て輝かしい歴史的な日となりまし

た。核兵器禁止条約が初めて国連

会議で採択されたのです。参加国

１２４のうち１２２ゕ国の賛同を

得ての採択でした。

日本をめぐる状況はどうでしょ

うか。日本は唯一の被爆国であり

ながら、今回の交渉会議に参加し

ませんでした。そして、国内では

安倍内閣の下で「憲法９条改定」

の動きが加速されています。今年

で３４回目になる「平和のための

埼玉の戦争展」は７月２９日から

３日間、コルソ７階ホール（JR浦

和駅西口）で開催され、多くの資

料の展示がされました。また、４

人の方の講演がありました。

このうちダニー・ネフセタイさ

んの講演の一部を紹介します。

国のために死ぬのはすばら
しい？

いまだに先の見えない対立が続

くパレスチナとイスラエル。イス

ラエルはアメリカの全面的支援の

もと圧倒的な軍事力をもって、パ

レスチナ人を支配してきました。

ダニー・ネフセタイさんは１９５

７年にイスラエルで生まれ、高校

卒業後、徴兵制によってイスラエ

ル国防軍に入隊。３年間、空軍に

所属。退役後来日。日本滞在は今

年で３５年、秩父で家具職人をし

ています。

ネフセタイさんはまず、イスラ

エルの学校では、卒業生で戦死し

た人の名前が校庭の顕彰碑に刻ま

れ、戦争で使った大砲や空軍機が

置かれ、毎日、国のために死ぬと

いう意識が植え付けられている。

これは日本でも同じ。安倍首相は

日本を取り戻すと言い、日本の軍

隊の誇りを復活させようとしてい

る。そして、ナチス・ドイツによ

るアウシュヴイッツでのユダヤ人

の大量虐殺に触れ、「ナチス政権

の手口を学んだらどうかね」（麻

生副総理）と恐ろしい発言する大

臣まで出てきた。日本の右傾化が

すすめられていると警告。戦争法

の強行の時、安倍内閣は「自然災

害に備えるのと同じように他の国

からの攻撃に備える必要がある」

と言った。しかし、自然災害と戦

争は違う。戦争は対話で止められ

ると強調しました。

普通の人間は戦争を望んで
いるか？

続いて、ヘルマン・ゲーリング

（ナチスの空軍総司令官）の言葉

を紹介「もちろん普通の人間は戦

争を望まないが、国民を戦争に参

加させるのは簡単なことだ。攻撃

されつつあると言い、愛国心に欠

けている平和主義者が、国民を危

険にさらしていると非難すればい

いことだ」と国全体が軍国主義化

に向かっていくことの恐ろしさを

紹介。日本でも原発再稼働、秘密

保護法、集団的自衛権の閣議決定、

安保法制、共謀罪。全部同じ方向

に行っていて、どんどん右傾化し

ていると指摘しました。

（２面につづく）

熱演のダニー・ネフセタイさん

2017平和のための埼玉の戦争展

過去と向き合い平和･友好の未来をさぐる

（３面より）

「十八史略」や「大学中庸」など

を学び感銘していました。どうし

てこのような中国と戦争をするん

だろうとは思っていましたから、

疑問はあったのだと思います。戦

後の仕事は親の運送会社をついだ

り、弟に譲って私は教育委員会で

「教育月報」の編集の仕事をした

り、再び運送会社に復帰し、運送

だけでなく割烹を始めたりとさま

ざまな仕事をしてきました。趣味

は読書で、特に歴史が好きです。

今でも「世界」を昭和２９年から

読んでいます。

共産党の活動に参加しもっとも

忘れられないのは、赤旗の日刊紙

を埼玉県で初めて貨物自動車によ

る輸送を開始したことです。これ

には、県委員会や中央委員会から

も感謝されていますし、私の誇り

でもあります。最盛時は、埼玉県

だけでなく、東京、茨城なども範

囲でした。

それにしても共謀罪を通した安

倍政権は軍隊の復活を感じ、絶対

にいけません。浦和に住んでいた

時の隣人に、憲兵にやられた人が

いますから、すぐそのことを思い

出すのです。 （おわり）
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自
民
党
の
沢
田
力
（
つ
と
む
）

県
議
の
１
千
万
円
を
超
え
る
政
務

活
動
費
不
正
流
用
が
発
覚
し
、
自

民
党
を
離
党
、
辞
任
し
た
こ
と
に

伴
う
県
議
補
欠
選
挙
で
す
。
日
本

共
産
党
か
ら
は
、
民
青
同
盟
県
副

委
員
長
、
党
埼
玉
県
委
員
の
竹
腰

連
氏
（
た
け
こ
し

れ
ん
）
２

５
歳
を
予
定
候
補
と
し
て
決
定
し
、

去
る
７
月
２
８
日
記
者
会
見
を
行

い
ま
し
た
。
さ
い
た
ま
市
の
県
議

定
数
は
、
１
０
選
挙
区
で
１
４
名

で
す
。
内
訳
は
、
自
民
党
１
０
、

民
進
党
４
で
、
共
産
党
の
議
席
は

あ
り
ま
せ
ん
。
見
沼
区
の
自
民
党

議
員
を
は
じ
め
、
日
本
会
議
派
の

議
員
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

今
回
の
県
議
補
選
で
は
、
上
田
県

知
事
の
秘
書
、
清
水
市
長
の
政
策

秘
書
を
つ
と
め
た
無
所
属
（
３
回

目
）
、
民
進
党
（
新
）
、
共
産
党

の
竹
腰
連
（
新
）
、
さ
ら
に
無
所

属
（
新
）
が
、
す
で
に
政
策
宣
伝

を
開
始
し
て
い
ま
す
。
自
民
党
に

は
立
候
補
の
大
義
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
自
民
党
か
ら
分
裂
し
た
自
民

真
政
の
団
長
は
、
３
回
目
の
挑
戦

と
な
る
無
所
属
候
補
で
戦
う
と
言
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

政
令
市
で
あ
る
さ
い
た
ま
市
で

は
、
共
産
党
の
県
議
が
空
白
と
な
っ

て
い
ま
す
。
野
党
共
闘
の
声
も
あ

り
ま
す
が
、
民
進
党
は
、
県
政
で

も
市
政
で
も
自
民
、
公
明
と
一
体

と
な
っ
た
与
党
で
す
。
国
政
で
も

地
方
で
も
、
自
民
党
と
正
面
か
ら

対
決
す
る
日
本
共
産
党
の
竹
腰
連

氏
の
勝
利
こ
そ
、
野
党
共
闘
を
本

格
的
に
進
め
て
い
く
最
大
の
力
で

す
。
東
京
都
議
選
、
仙
台
市
長
選

挙
に
続
い
て
、
こ
の
県
議
補
選
で

勝
利
し
て
、
埼
玉
か
ら
「
安
倍
や

め
ろ
」
の
審
判
を
下
し
ま
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
の
お
力
添
え
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

埼
玉
南
５
区
（
大
宮
区
）
県
議
補
選
で
必
ず

勝
利
を
！

８
月
18
日
告
示
・
27
日
投
票

さ
い
た
ま
市
議
会
議
員

と
り
う
み
敏
行

（１面より）

日本国憲法は素晴らしい

支配層は日本国憲法の３原則が

邪魔。声が上げられないような国

づくりがすすめられている。日本

国憲法を読んで日本に来てよかっ

たと思った。なぜナチスの人はあ

んなに人を殺したのか。殺した人

に質問すると、まず「立場上、個

人的な意見を言えない」と言い、

さらに質問すると、「国策です」

と答えるだろう。今の日本政府の

答弁も一緒だ。現在の日本では戦

争反対と叫ばないと、賛成と見做

される、と警告。

戦争と核のない世界を
人権が守られる世界を

ネフセタイさんは最後に、これ

からは、物づくりとして、次世代

も使える家具を作る。次世代も住

める地球をつくりたい。社会活動

家としてがんばりたい。と述べ、

参加者から大きな熱い拍手を受け

ました。 （編集部 阿久津）

国民平和大行進行われる
7月24日（月）13時より北浦和駅西口から、

さいたま市役所まで、恒例の原水爆禁止

国民平和大行進が行われました。暑さにも

負けず50名以上の方が参加しました。

今年９２歳の浦和区元町在住の

小宮孝さんに、終戦前後のことや

戦後共産党機関紙赤旗の輸送の仕

事を先駆けてスタートさせてきた

話などをお聞きしました。２時間

に及ぶお話の一端をご紹介します。

（文責 編集部古澤）

愛国少年から情報兵に、終戦

を機に共産党へ

私は、大正１４年２月、東京

日本橋浜町明治座の近くで生ま

れました。昭和２０年の終戦が

２０歳の時ですからわかりやす

いです。関東大震災で焼き出さ

れ、親戚筋を頼って函館に行きま

す。日本橋に住んでいたという記

録や図面もなく戻れません。ひど

いものです。その後やはり親戚筋

で縁のあった浦和に住むようにな

りました。本太小学校、浦和商業、

日大予科に進みました。

このことは今、初めて言うので

すが、徴兵は予科の時本籍地の日

本橋で受けます。学力試験のよう

なものがあって、当時としては珍

しい「情報兵」という部隊に配属

となり、九州博多まで行って指示

を待ちました。（おそらく今思う

と中野学校と同じような特殊機関

と思われます）しかし実際に戦地

に行く前に事情により２週間くら

いで除隊になったのです。当時は

私も殆どの人と同じく愛国少年で

したから、拍子抜けし、どの面下

げて帰れるのかと憤慨したのを覚

えています。その後は、鐘淵工場

で軍用の工場勤務となり、そこで

終戦を迎えます。玉音放送は工場

で聞くわけですが、戦争を続ける

のかやめるのかがはっきりしてい

なかったのを覚えています。とい

うのは、工場に来ていた将校た

ちが、敗戦を認めていず、軽機

関銃を並べて体制を整えようと

していました。玉音放送を邪魔

していたのですね。

戦後は波瀾万丈なるも、一貫

して共産党の活動に参加

政府にはすっかり騙されていた

という思いです。ただ、浦和商業

の漢文の先生に素晴らしい方がい

まして、 （４面につづく）

前
回
の
〝
う
ら
わ
宿
〟
で
ご
案
内

さ
せ
て
頂
い
た
「
子
ど
も
の
成
長
と

絵
本
・
物
語
」
（
講
師
・
斎
藤
惇
夫

氏
）
の
講
演
会
が
、
会
場
い
っ
ぱ
い
、

一
〇
〇
名
超
の
参
加
者
で
大
盛
況
に

終
わ
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
九
割
が
女
性
。
遠
く
は

静
岡
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
方
も
。

始
ま
る
前
か
ら
あ
ち
こ
ち
で
談
笑
が

見
ら
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
開
演

し
ま
し
た
。

斎
藤
氏
は
冒
頭
、
「
三
代
に
わ
た

り
読
み
継
が
れ
て
き
た
本
」
は
、
子

ど
も
達
に
と
っ
て
の
普
遍
的
な
面
白

さ
を
持
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
本
を

是
非
読
ん
で
あ
げ
て
欲
し
い
と
強
調
。

さ
ら
に
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
や
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
し
な
が

ら
、
「
一
〇
歳
ま
で
は
読
ん
で
あ
げ

る
こ
と
が
『
読
書
』
で
あ
る
」
こ
と

に
言
及
。
読
ん
で
あ
げ
る
こ
と
で
、

子
ど
も
達
は
本
の
中
の
主
人
公
に
な

り
き
っ
て
様
々
な
体
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
、
こ
う
し
た
「
体
験
」
は
、

そ
の
子
の
一
生
に
深
い
影
響
を
与
え

る
こ
と
に
な
る
と
、
ご
自
身
の
子
ど

も
の
頃
も
振
り
返
り
な
が
ら
話
さ
れ

ま
し
た
。

ま
る
ま
る
二
時
間
の
講
演
時
間
も
、

あ
っ
と
い
う
間
。
斎
藤
氏
の
お
話
に
、

会
場
か
ら
は
時
折
大
爆
笑
も
起
き
た

り
、
涙
ぐ
む
方
も
い
た
り
。
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ん
に
、
強
い
感
動
を
呼
び

起
こ
し
た
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

私
の
所
に
も
「
ま
た
斎
藤
さ
ん
の

講
演
会
を
是
非
企
画
し
て
欲
し
い
」

と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
よ
り
広
い
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
子
ど
も
の
本
の
散
歩
道吉

田
雅
人
）

感
動
を
呼
ん
だ
「
子
ど
も
の
成
長

と
絵
本
・
物
語
」
講
演
会

８月終戦の月に
初めて語ること

思い出を語る小宮孝さん


